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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成 27年 10月 30日に公表した連結業績予想及び平成 27年９月 28日に公表

した個別業績予想を下記の通り修正しましたのでお知らせいたします。また、期末配当につきましては、足元の

業況等を踏まえ、本日の取締役会において、実施を見送る方針を決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 28年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 
 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 
当期純損益 

1株当たり 
当期純損益 

前回発表予想（A） 

（平成 27年 10月 30日公表） 

百万円 

1,870,000 

百万円 

90,000 

百万円 

55,000 

百万円 

20,000 

円 銭 

5.50 

今回修正予想（B） 1,840,000 65,000 25,000 △20,000 △5.50 

増減額（B-A） △30,000 △25,000 △30,000 △40,000  

増減率（%） △1.6 △27.8 △54.5 ―  

（ご参考）前期実績 
（平成 27年３月期） 

1,886,894 119,460 101,688 86,549 23.81 

 

平成 28年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日） 

 
 

売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 

（平成 27年９月 28日公表） 

百万円 

1,010,000 

百万円 

35,000 

百万円 

25,000 

円 銭 

6.87 

今回修正予想（B） 990,000 20,000 0 0.00 

増減額（B-A） △20,000 △15,000 △25,000  

増減率（%） △2.0 △42.9 △100.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 27年３月期） 

1,028,146 46,600 52,321 14.37 

 

修正の理由 

前回業績予想と比較すると、単独においては、主原料価格の下落を背景に鋼材販売価格が低下する見込みであ

ること、連結においては、これに加えて油圧ショベルの販売台数が想定を下回ることなどから、連結・単独ともに売上

高の予想を下方修正しております。 

損益については、鋼材事業における販売品種構成の悪化や安定生産のための保全費を積み増したこと等による

コストの増加、これに加えて連結においては、建設機械事業において多額の貸倒引当金を計上したことなどから、通

期の連結の営業利益、経常利益、及び単独の経常利益を下方修正しております。また、中国における建設機械関連

事業に関して、連結で特別損失を計上したことから、親会社株主に帰属する当期純損益の予想を下方修正しました。

それに伴って個別決算においても関係会社への投融資等に関連する損失を、特別損失として計上する見込みとなっ

たことから、単独の当期純利益の予想を下方修正しております。 



 

 

 

 

●配当予想の修正について 
 年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 27年 10月 30日発表） 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

― ― ― ― ― 

今回修正予想 ― ― ― 0.00 2.00 

当期実績 ― 2.00 ―   

前期実績 
（平成 27年３月期） 

― 2.00 ― 2.00 4.00 

 

修正の理由 

当社は、配当につきましては、継続的かつ安定的に実施していくことを基本としつつ、財政状態、業績の動向、先行

きの資金需要等を総合的に考慮して決定することとしております。これに基づき、当期の期末配当につきましては、見

送る方針を決議いたしました。 

なお、すでに中間配当を実施しているため、年間配当は１株につき２円となります。 

 

 

 

 （注）上記の業績予想につきましては本資料の発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり

ます。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


